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平塚市では、昭和６０年１２月２０日に「 核兵器
か く へ い き

廃絶
はいぜつ

平和
へ い わ

都市
と し

宣言
せんげん

」

を 行 っ て 以 来 、 広 く 各 方 面 に 平 和 の 尊
とうと

さ 、 大 切 さ を 訴
うった

え る と と も に 、

「 Ｉ
アイ

 ＬＯＶＥ
ラ ブ

 ＰＥＡＣＥ
ピ ー ス

」のキャッチフレーズの下に平和推進事業

を行 っ て いま す 。 また 、 こ の平 和 推 進事 業 に つい て 平 塚市 で は 、市 民

に 共に 行 動 する こ と を呼 び か け、 こ れ に 賛同
さんどう

した 市 民団 体 等 （平 和 協

力団体・市民）と「Ｉ  ＬＯＶＥ  ＰＥＡＣＥ事業運営委員会」を 構成
こうせい

し、

市民の立場から各種の平和推進事業を 展開
てんかい

しています。  

「市民広島派遣
は け ん

事業」は、この平和推進事業の一つとして、原爆
げんばく

投下
と う か

の 日に 合 わ せ 、 被爆地
ひ ば く ち

で あ る広 島 市 に 市 民 を 派遣 し て い る も の です。

平 和記 念 式 典へ の 参列
さんれつ

、 被爆 者 の 体験 談
だん

、 平 和関 連 施 設の 見 学 など を

通して、平和の 尊
とうと

さ、大切さを 体感
たいかん

し、 これを一人でも多くの方々に

伝 えて い た だ く こ と を目 的 と し た 事 業 です 。 平 成 ４ 年 の 市制
し せ い

施行
し こ う

６０

周年 記 念 事業 と し て始 め た この 事 業 は、 今 年 で３ １ 回 目を 数 え ま す 。

終戦 か ら ８０ 年 、 そし て 平 塚市 の 核 兵器 廃 絶 平和 都 市 宣言 か ら ４０ 年

を迎 え た 今回 、 １ ０組 ２ ０ 人の 市 民 の方 々 を 広島 に 派 遣す る こ とが で

きましたことを喜ばしく思います。  

このたび 、８月５日から７日までの２泊３日にわたる派遣事業の「報

告 書 」が ま と ま り ま し た。 こ の 「 報 告 書 」 が 、 恒久
こうきゅう

平和
へ い わ

の 実現
じつげん

の た め

に役立つことを願っています。  

最 後に 、 こ の 事 業 の 実施 に 当 た り 、 熱意
ね つ い

を 持っ て 参 加 し て い ただい

た皆さまに感謝申し上げます。  

 

  令和７年９月  

 

           Ｉ  ＬＯＶＥ  ＰＥＡＣＥ事業運営委員会  

                  委員長  眞  田  晃  子  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 

 

１ 市民広島派遣に参加して 

 

 

 

 

 

（１）小・中学生の感想文 

◎井上 怜南 

戦争はいけないもの。それは分かっています。しかし、その実相
じっそう

を学ぶ内容があま

りにも目をおおうようなものだとも知っているので、学びたいと思いながらも深く学

ぶことから逃
に

げてきました。 

しかし、戦後８０年という節目
ふ し め

の年に一歩踏み出してみようと思いました。広島で

は２泊３日という短い期間でしたが、目にしたもの、聞いたもの、肌で感じたものは

とても大きいものでした。 

被爆者
ひ ば く し ゃ

の増岡
ますおか

さんの話は聞いていて悲しくもあり少し苦しくもありました。さらに、

これを話す増岡さんは毎度話すたびに記憶
き お く

のふたを開けてこの辛
つら

い話をしてくださ

っている。しかもこの活動を何十年もしてこられたと知ると、私はこの経験
けいけん

や聞いた

話を忘れてはいけないと強く心に決めました。 

平和記念資料館は原爆前の広島の街
まち

はどんなだったか、原爆投下後
と う か ご

一瞬
いっしゅん

にして失

われてしまった人々の日常
にちじょう

の暮
く

らしが学べました。原爆の規模
き ぼ

の大きさ、その時に亡
な

くなった人だけでなく後遺症
こういしょう

で長い間苦しむ人、数年後に原爆の影響
えいきょう

で亡くなる人

など私の知らないことが多くありました。やはり戦争のこと、原爆について正しく学

ぶ必要があると改めて思いました。 

これから私はこの学びを生かし１人でも多くの人に「戦争・平和」について伝えて

いきたいです。そして世界が戦争を必要とせずに暮らせるよう努力できる大人になり

たいです。本当に広島へ行けて良い経験
けいけん

ができました。 

 

◎小山田 悠人 

市民広島派遣に参加して、原爆ドームや資料館を見学しました。袋町
ふくろまち

小学校にも

行って、平和記念式典や灯ろう流しにも出席しました。被爆者の話を聞いて、戦争の

・この「市民広島派遣に参加して」は、派遣者から寄せられた感想文を取り

まとめ、報告書としたものです。 

・感想文を寄せていただいた派遣者は、２３ページのとおりです。（敬称略） 

・一部、文章校正を行っています。 
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悲しさや平和の大切さを学びました。 

原爆ドームは、実際
じっさい

に見るとその大きな破壊
は か い

の跡
あと

に心が痛みました。建物の一部が

残っていて、あの日のことを今に伝えていると感じました。 

資料館には、当時使われていた物が展示
て ん じ

されていて、焼けこげた服や止まった時計

を見て、原爆の恐ろしさが伝わってきました。 

袋町小学校では、校舎の壁
かべ

に書かれた伝言を見ました。

家族をさがす言葉がたくさ

んのこっていて、戦争がくら

しやつながりを奪
うば

ったこと

を感じました。被爆者の方の

話は、戦争の苦しみや恐怖
きょうふ

が

直接伝わってきて、言葉だけ

では分からない悲しみが強

く残りました。 

平和記念式典では、多くの

人が平和を願い黙
もく

とうをささげていて、平和の大切さを強く感じました。 

灯ろう流しの灯りはとてもきれいで、見ていると、平和を大切にしたいという気持

ちになりました。 

今回の広島での体験を通して、平和の大切さを心から感じました。これからも戦争

の怖さを忘れず、伝える努力をしたいです。  

 

◎山口 心菜 

私は、市民広島派遣に参加して、平和について学びました。 

特に平和記念資料館と灯ろう流しが印象
いんしょう

に残っています。 

まず平和記念資料館では当時の悲惨
ひ さ ん

さを知ることができました。そこで私は80年前

のことをどうすればくり返さないで済
す

むかを考えました。そもそもケンカをしなけれ

ば争うことが無くなると思います。もしケンカをしてしまっても手を出さないことが

戦争を少しでも減らすことだと思いました。 

戦争を少しでも減らせば、命を落とす人が少なくなり、それによって悲しむ人が減

 

袋町小学校平和資料館を見学 



3 

 

ると思います。 

次に灯ろう流しでは原爆で命を落としてしまった方たちを弔いました。 

灯ろうを流すまでに結構
けっこう

時間がかかりましたが、私は、それだけ原爆で命を落とし

た人たちを思ってくれていると考え、なんだか嬉
うれ

しくなりました。自分が灯ろうを流

す順番になった時、８０年前には遺体
い た い

が浮いていた元安川
もとやすがわ

にたくさんの光が浮
う

いてい

てとても感動しました。 

やはり平和が１番だなと思

いました。 

 

◎チブオンゴゼ 拓良 

私は、市民広島派遺で、平

和記念式典に出席したり、平

和記念資料館に行ったり被爆

体験談を聞くなど、貴重
きちょう

な体

験をしました。 

中でも特
とく

に印象に残ったの

は、資料館で見たジオラマで

す。大きなジオラマと映像でリアルに再現してあり、一瞬にして焼け野原になった

映像
えいぞう

を何度も何度も見ました。この原爆によって、沢山
たくさん

の人が一瞬で亡くなり、硬
かた

い

コンクリートが吹
ふ

き飛
と

ばされて崩
くず

れたり、金属
きんぞく

が溶
と

けて曲
ま

がったり全ての物を破壊
は か い

し

たのかと思うと、とても怖かったです。今は広島の街は綺麗
き れ い

ですが、昔、原爆によっ

て悲しみと苦しみが有った事と、戦争の悲惨さを忘れてはいけないと思いました。 

今でもまだ戦争をしている国があります。人と人が殺しあうのは、絶対におかしい

事だと思います。この世界から、戦争と核兵器が無くなって欲しいです。この広島へ

の派遣で見て聞いて学んだ事をみんなに伝えて、今の平和な日々が当たり前じゃない

ということを忘れずに、平和について考えるきっかけを作れる様な行動をしていきた

いです。 

 

◎佐久間 いのり 

平和について感じたことは、今生きていることがすごく特別
とくべつ

なことだと思いました。

 

灯ろう流しの用紙作成 
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今つらいと思っていることが戦争の中ではつらいことではなく平和なのだろうと思

います。戦争は、大切な人、家族、えがお、大切な時間、日常すべてをうばうものだ

ともっと分かりました。 

平和記念公園にある折
おり

づるのけんのうで感じたことは、げんばくの子の像
ぞう

のモデル

となった、２才でひばくし１２才で白血病
はっけつびょう

で亡くなったささきさだこさんやその他の

ひばくした人たちのことをさだ子さんの同級生
どうきゅうせい

や様々な人たちが思っていることで

す。 

そして広島にいって印象に残ったものが２つあります。１つ目はひばく者の経験の

話です。まともに原ばくをうけたのに生きててすごいなと思いました。黒い雨やきの

こ雲などの言葉がでてきて勉強になりました。２つ目は、平和記念式典に出席したこ

とです。とても多くの人が出席していたのと、特に外国人の方が多かったことにおど

ろきました。また子ども代表スピーチが上手でおどろきました。とてもいい経験にな

ったと思いました。周
まわ

りの人や原ばくを知らない人たちに伝えようと思います。 

 

◎阿閇 仁心 

原爆のことは、学校で勉強したり、親から聞いたりなど、ある程度
て い ど

のことは知って

いましたが、実際に広島へ行ったのは今回が初めてのことです。 

私は、広島へ行くにあたって学びたいことがありました。命や平和はなぜ大切なの

か、大切にするためにはどんなことをすれば良いのか、ということです。広島へ行っ

て沢山見聞きし、考えることを通して、これらを学べたのではないかと思います。命

は世界にたった１つの宝物
たからもの

だから大切なのだと思います。大切にするために必要な

のは、「生きたい」と思って生きること。また、被爆体験談をして下さった増岡清
せい

七
しち

さ

んは、「みんなの命を大切にすれば、自分の命も大切にしてもらえる。」とおっしゃっ

ていました。なので私は、増岡さんの言葉を胸
むね

に刻
きざ

んで生きていきたいと思いました。

平和が大切なのは、みんなの笑顔と命、日常を守るためではないでしょうか。平和記

念式典の平和への誓
ちか

いでもありましたが、相手を理解
り か い

し、思いやりの心で行動するこ

とが平和を大切にしていくために必要なことだと思います。 

一番印象に残っているのは、平和記念資料館です。原爆の恐ろしさは分かっている

つもりでしたが、実際の被害
ひ が い

を見てみると、想像
そうぞう

以上
いじょう

でした。長さ約３ｍの爆弾１つ

で広島のまちがここまで壊され、多くの命と人々の日常が奪われたことを考えると、
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胸が締
し

め付けられるようでした。また、増岡清七さんの被爆体験談も心に残っていま

す。増岡さんが被爆されたのは１４歳
さい

のときで、ちょうど今の私と同じ年齢
ねんれい

です。今、

８０年前の広島と同じことが起きたとしたら、どんなにつらくて大変なのか、想像し

ただけで本当に怖いです。増岡さんは８０年前、私たちには想像できないほどつらい

思い、怖い思いをされたのだと思いました。被爆者の生の声を聞かせていただくこと

で命の 尊
とうと

さ、平和の大切さについて深く考えさせられました。広島での活動全てが、

自分のためになる貴重な良い経験だったと思います。 

今回の市民広島派遣で、日本のつらい過去から目を背けず、自分で見聞きし、体感
たいかん

することで学べることが沢山あったので、まだ広島に行ったことがない人もいつか行

ってみてほしいと感じました。このような広島の悲劇
ひ げ き

は人間がもたらしたものです。

同じ 過
あやま

ちが繰
く

り返されるか、繰り返されないか、平和な世界にできるか、できない

かは自分も含めた人間全員にかかっているので、一人一人が少しでも行動に移
うつ

せば、

世界は良い方に変わって行くのではないでしょうか。 

 

◎深尾 歩 

僕は広島に行く前まではテレビで戦争や原爆のことが流れてきても、どこか遠いこ

とのように感じていたと思います。しかし、この広島派遣で本当にこんなことがあっ

たのか、と実感
じっかん

するようになり、他人事の

ようだったのが自分事で考え、これからに

生かしていかなければならないと思うよ

うになりました。 

僕の印象に強く残ったのは被爆体験談

です。被爆者の増岡清七さんは、自分が考

えられないほどつらいことを経験されて、

それを自分の耳で実際に聞くことができ

てすごくいい経験になりました。増岡さん

の話では必死
ひ っ し

に逃げていて周りが見えて

なく、何も覚
おぼ

えていないということをきい

て本当に当時は怖くてたまらなかったの

だろうなと思いました。 

平和記念資料館では最終日であったの

 

増岡清七さんによる被爆体験談 
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で自分の考えが深まった中で見ることができ、原爆の恐ろしさや、残酷
ざんこく

さを感じるこ

とかできました。その中でも被爆者の様子
よ う す

の写真や原爆が投下されたときのことを

再現
さいげん

した絵はものすごく痛々
いたいた

しく、印象に深く残りました。音声ガイドで被爆して亡

くなった人のその日の様子やその後の家族の想
おも

いなどを聞くと原爆はこんなにも人

を悲しませてしまい、日常を奪うということがわかり、改めてもう原爆の投下は起こ

しては、起こさせてはいけないと思いました。 

平和記念式典で広島の市長が話していた、「自分の意見と反対の人がいてもまずは

話してみることが大事」という言葉が心に残りました。 

三度目を起こさないために身近な人でもいいからこの広島派遣で学んだことを伝

えていくことが大事であり、平和につながると自分は考えました。 

 

◎佐野 司真 

今回ぼくは、原爆についていろいろなことを知るために広島に行った。 

初めに佐々木禎子さんの像のところに行きみんなで作った折り鶴
づる

を奉納
ほうのう

した。次に

平和記念公園の中にあるレストハウスを見学した後、袋町小学校に行き、当時の資料

や映像を見た。その後、被爆体験者の増岡さんのお話を聞き、終
お

わりの質問コーナー

で、ぼくは増岡さんに「当時テレビはありましたか」とたずねた。なぜかというと、

その当時の国民は日本が戦争に勝っていると信じていて、正しいようすが伝えられて

いなかったと聞いていたからです。だからみんなのところにテレビがあったら、きっ

と正しい情報
じょうほう

が早く伝
つた

わったのではないかと思ったからです。でも、実際はラジオ

くらいしかなかったとのことでした。 

翌日８月６日は、ぼくたちも平和記念式典に参列
さんれつ

して原爆が落とされた８時１５分

にはみんなで黙とうをした。その夜には元安川で灯ろう流しをした。この川でたくさ

んの人たちが亡くなったと思うと、きれいな灯ろうも悲しく思えてきた。熱線
ねっせん

に焼
や

か

れた体はどれほど熱くて、痛かったのだろう。息もできないくらい苦しかったと思う。 

最終日の７日は平和記念資料館を見学した。焼けてボロボロの三輪車、ビルの石段

にかげだけが残った物、溶けてつぶれて曲ったビン。あまりにも残こくで言葉を失っ

た。 

そして被爆８０年。これほどの被害を受けたのに広島市民のみなさんの復興
ふっこう

はすご

いと思った。 
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広島は遠かったけれど行くことができてほんとうによかったと思う。ぼくたちの世

界が戦争のない、ずっと平和な未来であるように、これからも平和について考え続け

ていこうと思う。 

 

◎吉岡 莉望 

私は、市民広島はけんに参加してたくさんのことを学びました。例
たと

えば、原爆は８

月６日８時１５分に投下された、とか１９４５年末
まつ

までに約１４万人以上が犠牲
ぎ せ い

にな

ってしまった事など、１からたくさん学びました。私も大きくなったら、お母さんの

ように自分の子供を連
つ

れて、この市民広島はけんに参加して、また広島を 訪
おとず

れたい

なと思いました。大人になったらどのような感情を抱
いだ

くのか、楽しみでもあります。 

私は、この市民広島はけんに参加してよかったと、心の底
そこ

から思いました。私が、

この原爆を受けていたらと思うと、すごく怖くて悲しいです。私は、かく兵器はい絶

を願っています。市民広島はけんで１番印象に残ったのは、平和記念資料館に飾
かざ

って

あった、『黒い雨』の写真です。

理由は、市民平和の夕べで発表

した通り、黒い雨を見た事がな

いからです。私が市民広島はけ

んに参加する前みたいに原爆

や戦争を知らない人たちに、市

民広島はけんで学んだ事を、私

はたくさん伝えていきたいと

思っています。この市民広島は

けんが、これからの自分にとっ

て、とても意味のあった活動に

していきたいと思っています。 

 

◎豊原 紅梅 

私は、広島に行っていろんなことを知りました。そしていろんなところに行きまし

た。 

 一つ目に行った場所は、平和記念公園に行って折り鶴の献納
けんのう

をしました。そこでは

 

平和記念資料館を見学 
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１人ずつ千羽鶴をもって写真をとりました。そして次にみんなで鐘
かね

をもって写真をと

りました。 

 そして次に平和記念公園レストハウス

にいきました。そこでは、地下室
ち か し つ

がありま

した。地下には、たった１人だけ生きのこ

った人の説明かありました。たった１人だ

け生きのこった人の名前もありました。そ

の人の名前は、のむらえいぞうさんです。

その人だけ生きのこった説明を聞くたび

に悲しくなってしまいます。 

 そして次に袋町小学校に行きました。そ

こには、とんでもない物がありました。そ

れは、ばくふうによりふきとばされたたい

こがありました。それにばくふうによりひ

びわれたドアなどがありました。そして次

に袋町小学校でげんしばくだんがおちた

後のえいぞうをみました。そのえいぞうに

は、原ばくでふっとばされた学校もなおして、またいつものように学校で授業をして

いる様子かうつしだされました。でも、まどややねはありませんでした。 

 そして次にひばく者の体験談を聞きました。原ばくのたいけんをした人の名前は、

ますおかせいしちさんという人です。ますおかさんの話によると、ますおかさんは、

とうじ中学３年生で１４歳だったそうです。私は、ますおかさんの話を聞いてげんし

ばくだんは、こんなに強いのだと知りました。ますおかさんがさんか者１人に神様は

だれだとおもうと聞いていました。それにますおかさんは、こう言いました。「神様

は、お母さんですよ」と言いました。それに私は、そうなんだと気づきました。そし

てますおかさんが一番つらかったことは、母をなくしたことだそうです。だれだって

母をなくすと悲しみます。私だって母をなくしたら悲しみます。 

 さいごに私がいんしょうにのこったことは、原ばくが投下された場面のえいぞうで

す。その名も「ホワイトパノラマ」と言う名前の３Ｄが一番いんしょうにのこりまし

た。それは、きのこ雲が富士山のやく３倍の高さというのにびっくりしたのでホワイ

 

平和記念公園レストハウス 

（旧 燃料会館）を見学 
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トパノラマがいんしょうにのこりました。そしてさいごにげんしばくだんの強さを知

りました。ばくだんのおそろしさと悲しみを知りました。これからこのさき友達家族

や町の人に、広島にはげんしばくだんがおちたんですと伝えていきたいです。これか

らも平和がずっと続くようにこうどうしようと思いました。 
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（２）保護者の感想文 

◎井上 由貴子 

戦後８０年を迎え、日本が平和に暮らせる日々が８０年守られてきたことに感謝
かんしゃ

し

ています。ですが、世界では戦争をしている国が今でもあること。なぜ戦争をしては

いけないのかを考えなくてはいけません。 

今回、広島への訪問
ほうもん

は２回目でした。前回は広島の原爆投下はどんなものだったの

か。また、投下前の広島の街の様子や投下後から現在までの復興の過程
か て い

を学び、被爆

の実情
じつじょう

を肌で感じることができました。なので、今回は 

〝原爆はなぜ作られ、投下されたのか″ 

〝原爆投下後の世界の平和への取り組み″ 

〝被爆者はアメリカに対してどんな感情を持っているのか″ 

について学びたいと考えていました。広島平和記念資料館では原爆被害の実相だけで

なく、核兵器についてや、核兵器をなくす、使われないようにするためにしてきた歩

みなども学ぶことができました。平和は当たり前ではなく、人々の努力の上に成
な

り立

っているものだと再度確認させられます。また、被爆体験者の増岡さんから「ヒロシ

マ」についてのお話があった後、「アメリカを恨
うら

んだことはありませんか。」と尋
たず

ねる

と、「恨んだことはありません。これが戦争なんだと思っていました。」と話してくだ

さいました。こうやって直接お話を聞かせていただいたり、質問させていただけるの

は本当に貴重な機会
き か い

です。 

今後はこの広島派遣での学びをいかし、一緒に参加した娘と平和のバトンをつなぐ

人間の一人として努力していきたいです。ありがとうございました。 

 

◎小山田 梢 

 今回、市民広島派遣に親子で参加させていただきありがとうございました。大変

有意義
ゆ う い ぎ

な時間を過ごさせていただきました。他の自治体
じ ち た い

でも広島に来ているこども達

はたくさん見かけましたが、平塚市では親子で参加できたので、見たり聞いたりした

感想をタイムリーにこどもと話すことができたのでとてもよかったです。 

 私が、心に強く残ったことは２点あります。 

 まず１点目は、被爆体験談を直接聞けたことです。増岡清七さんと、全国こども平

和サミットの中で梶
かじ

矢
や

文
ふみ

昭
あき

さんの被爆体験談を聞かせていただきました。増岡さんは、
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自分も大火傷
お お や け ど

を負
お

いながらも死にたくない一心
いっしん

で逃げていったと話されてました。そ

の場にいることが死に近づいている気がして逃げずにはいられなかったと感じたそ

うです。逃げている時は周りのことを見ている余裕
よ ゆ う

はなく一心不乱
い っ し ん ふ ら ん

に逃げたことが伝

わりました。死を予感
よ か ん

して逃げた増岡さんの気持ちを考えると、胸のしめつけられる

思いがしました。梶谷さんの被爆体験談では、お姉さんと共
とも

に朝の掃除
そ う じ

をしていた時

にピカーと光ったとおっしゃってました。雑巾
ぞうきん

がけをしてバケツの水替
み ず が

えにどちらが

行くか喧嘩
け ん か

した後のことだったそうです。この話しを聞いて、普段
ふ だ ん

の生活を過ごして

いて、突然
とつぜん

に日常を壊されてしまったのだと悲しくなりました。 

 ２点目は、原爆ドームを実際に見たことです。以前
い ぜ ん

にもテレビなどで見たことはあ

りましたが、実際に見てみると、崩
くず

れた残骸
ざんがい

が残っていたり、 頂 上
ちょうじょう

が円盤
えんばん

鉄骨
てっこつ

のみ

になってしまっていてびっくりしました。悲惨な思い出につながるので取り壊しを望
のぞ

む声もあったと聞きました。しかし、戦争の負
ふ

の遺産
い さ ん

として残ることになり、現在私

達が見ることができるようになりました。絶対に核兵器を使ってはいけないと思いま

した。 

私は、戦争を実際に経験していませんが、戦争について話しを聞いたり、資料を見

て、周りの人達と話したり考えたりすることが平和に繁
つな

がると思いました。 

 

◎山口 かずみ 

戦後８０年の今年、娘の「広島に行って、何があったか知りたい」の一言で参加を

決めました。 

増岡さんの体験談で「原爆によって一瞬で意識をなくし、投下後によく聞く、黒い

雨や皮膚
ひ ふ

の垂
た

れ下がった人々は見ていない」という言葉。教科書で学んだことしか知

らなかったので、こういう方もいるんだなと気づかされました。 

平和記念式典に参列させていただき、とても貴重な体験ができたと思います。広島

市長が「たとえ自分の意見と反対の人がいても話しをしてみることが大事」と 仰
おっしゃ

っ

ていました。これは、学校でも社会でも、家族であっても大事なことなのではと思い

ます。こうしたひとつひとつから、平和が築
きず

きあげられていくのではと思いました。 

今もなお世界では戦争が続いています。どうしたら終わるのか、今後勃発
ぼっぱつ

しないた

めにはどうすべきかを考える機会になりました。 

最後に、広島派遣に 携
たずさ

わってくださった関係者の皆様、貴重な体験ができました

こと感謝しております。ありがとうございました。 
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◎チブオンゴゼ ハドウェル 

今回の市民広島派遣を通して、平和についていろいろ思うことがありました。 

まず、原爆というのは落とされてから一瞬であたり一面が悲惨な 状 況
じょうきょう

になり、そ

こに居
い

た人々は何が起こったのかわからず亡くなってしまったのを知って、とてもや

るせない気持ちになりました。そんな中、増岡さんのような、原爆から生き残った人

々は貴重な存在
そんざい

であるなと思いました。そして増岡さんにあの日何があったのか、起

こってからどうなったのか話しを聞くことができた我々もとても貴重な体験をさせ

てもらえたんだと感じました。記念式典で小学生のスピーチを聞いて、若
わか

い世代の人

達に原爆の話をつないでいくことで二度と同じことが起こらないように平和を守っ

ていかなくちゃいけないなと思えました。資料館では溶けた金属や被爆した人々の写

真は自分の中での想像を遥
はる

かに超
こ

えていました。印象に残っているのは、原爆の後、

水を求めて彷徨
さ ま よ

っている人達

の絵や写真でした。私は８月の

暑
あつ

さだけで相当
そうとう

辛かったにも

かかわらず、あの日はとんでも

ない熱さと苦しさにもがきな

がら水を求めていた事実
じ じ つ

を知

り、とても胸が痛くなりました。 

これらの経験を通して、私た

ち１人１人が平和について考

えていこうと思いました。 

 

◎佐久間 伸 

広島まで足を運び、広島平和記念資料館の見学や平和記念式典などの行事に参加し

たことによって多くの事に気づかされました。 

特に印象に残っているのが、燃料
ねんりょう

会館
かいかん

（現
げん

平和記念公園レストハウス）において、

原子爆弾投下時３７人の職員
しょくいん

が出勤
しゅっきん

していたが、たまたまその時地下室にいた野村
の む ら

英三
えいぞう

さんだけが生き残ったという事実です。地上に出てみると町中
まちじゅう

が火の海になっ

ており、皮膚が焼けただれた人たちが道端
みちばた

にたくさん転
ころ

がっていたとの手記
し ゅ き

が残され

ていました。ほんの一瞬の行動で明暗
めいあん

が分
わ

かれたことと、原子爆弾一発の威力
いりょく

が凄
すさ

ま

じかったことを思い知らされました。また、命は助かったものの被爆したことによっ

 

平和記念式典に参列 
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てその後ずっと苦しめられたことから原子爆弾の恐ろしさがわかります。 

また、平和記念式典においては広島県知事
ち じ

のスピーチが印象的でした。「現在平和

と繁栄
はんえい

を謳歌
お う か

しているが、剥
む

き出
だ

しの暴力
ぼうりょく

が支配
し は い

する世界へと変わりつつあり、こ

の繁栄が如何
い か

に脆弱
ぜいじゃく

であるか痛感
つうかん

している。核抑止
よ く し

がますます重要
じゅうよう

だと声高
こわだか

に叫
さけ

ぶ

人がいるが、抑止は繰り返し破
やぶ

られてきたため、抑止力から核を除
のぞ

かなければならな

い。」このことから、核廃絶
はいぜつ

へ向けて一歩ずつ着実
ちゃくじつ

に進めていかなければならないと

痛感しました。 

こども代表のスピーチでも、いずれくる被爆者のいない世界に向けて、広島で起き

た惨劇
さんげき

を風化
ふ う か

させることなく次
じ

世代
せ だ い

へ繋げていかなければならない強い意志を感じ

ました。 

今回の広島派遣は自分自身にとって勉強になるとともに、二度と広島のような惨劇

を繰り返さないためにも、将来にわたり子どもたちに伝えていくという面からも非常

に有意義なものになりました。 

 

◎阿閇 恭子 

「原子力をもって争う世界戦争は、人類の破滅
は め つ

と文明
ぶんめい

の終末
しゅうまつ

を意味する。」 

今回の広島派遣で最後に訪れた平和記念資料館の出口目前に書かれていた元広島

市長の濱
はま

井
い

信
しん

三
ぞう

さんの言葉です。最後に目にしたこの言葉こそ、広島に居た３日間で

学んだことそのものと言えます。そして、世界中の人々にこの言葉の意味を考えて欲
ほ

しいと思いました。 

広島に堕
お

とされた原爆の威力は１５キロトン。現在、ある国で所有されている核爆

弾は５０メガトンで広島原爆の約１５００倍の威力があります。これを用いた惨状
さんじょう

は想像を絶します。 

広島には海外からも沢山の方が訪れていました。私達も含め多くの人に広島のこと

を知ってもらい、核爆弾を保有
ほ ゆ う

すること、使用することがどの様なことを意味するの

か、広く世界に広がり、核廃絶と恒久
こうきゅう

平和に近づくことを切
せつ

に願います。 

最後に、今回この様な貴重な学びの時をくださいました関係者の皆様に感謝致
いた

しま

す。ありがとうございました。 
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◎深尾 千尋 

中学生の息子
む す こ

から「市民広島派遣に応募
お う ぼ

したい」と聞いたとき、少し意外
い が い

に思いま

した。彼は 幼
おさな

い頃から残虐
ざんぎゃく

なシーンが苦手で、人が殺されるアニメや映画を避
さ

けて

いたからです。「想像しているより、つらいものを見るかもしれないよ」と確認しま

したが、「それでも行きたい」とのこと。そして参加した２泊３日、息子は目を逸
そ

ら

さずに原爆の被害について学んでいました。「歴史を知らなければならない」という

思いがあれば、子どもには真実を受け止める力があるのだ、と悟
さと

りました。 

母である私にとっても、広島を訪れるのは初めての体験でした。自分の足で歩き、

街の人が語る言葉を開くことで、戦争の残酷さをより深く感じました。とくに、私た

ち２２人のために語ってくださった増岡清七さんの被爆体験談は胸に迫
せま

りました。想

像を絶する経験をした上で、「もしもあの時代、日本が核兵器の開発
かいはつ

に成功
せいこう

していた

ら、日本軍はアメリカやイギリスに迷
まよ

わず投下していたと思う。」というご意見を 伺
うかが

い、「国同士の戦争を起こしてはいけない」と心から学びました。 

現在、ウクライナや中東で戦争が起きています。どなたかの大切な息子さんが戦地
せ ん ち

に送られています。街も爆撃
ばくげき

されています。ひとりの親として、世界の平和を、最低限
さいていげん

でも曰本の平和をつくる努力を惜
お

しんではならないと決意
け つ い

しました。 

広島平和記念資料館では、海外の方が大勢いらっしゃっていたのが印象的でした。

広島は豊かな川の流れに囲まれ、

路面
ろ め ん

電車が走るとても美しい街

です。多くの人に訪れていただ

くことは、平和への着実な道筋
みちすじ

だと思います。 

今回、市民広島派遣の機会を

いただいたことに心から感謝を

申し上げます。今後も、子ども

たちのために同事業が続くとい

いな、と願っております。 

 

◎伊東 美子 

戦時中とはいえ、確かにそこには広島市民の普通の暮らしがありました。子どもた

 

平和記念公園の被爆アオギリ 
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ちは自然の中で遊び、笑い、明日もまたねと約束
やくそく

して・・・。それが一瞬にして奪わ

れたあの日の原爆投下。保存された多くの被爆遺構
い こ う

や遺品
い ひ ん

の数々が、当時の惨状を怖

いくらい私たちに強く 訴
うった

えかけて来ます。 

今回被爆８０周年という節目の年に、孫
まご

と共に広島の地に来られたことは、大変意

味のあることでした。今まで私が書籍
しょせき

やマスメディア等で知り得
え

た情報は本当にわず

かなものに過ぎず、現地で 自
みずか

らが見聞きして真実を知ることの重要性
じゅうようせい

を思い知らさ

れました。 

「第一回全国こどもサミット」の国連
こくれん

事務
じ む

次長
じちょう

の中満泉
なかみついずみ

さんのお話にもあったよう

に、私たちは今ある平和から何を学び、自らがどう行動していくか、考え続けて行か

なければならないと強く感じました。私たちは原爆の悲惨さと平和の大切さを後世
こうせい

に

伝え続けていくことが重要なのです。 

そのためにも平塚市が毎年開催
かいさい

されているこの市民広島派遣事業が、これからも続

いていくことを切
せつ

に願っております。「見る、知る、考える、行動する」というよい

機会を与えて頂いて、孫共々多くのことを学ばせてもらいました。 

現在私は小学校での読み語
かた

りボランティアを３０年続けていますが、折
おり

に触
ふ

れて戦

争や原爆に関する絵本や写真

等を子どもたちに 紹介
しょうかい

するこ

とがあります。私個人は出来る

ことは小さなことかもしれま

せんが、今回広島で得たプラス

アルファの経験を、今後のボラ

ンティア活動に活
い

かし、多くの

子どもたちに平和の大切さを

声に出して伝えていきたいと

思います。 

 

◎吉岡 恵美 

私は幼い頃、家族で広島に行き、幼いながらにもう一度来たいと思った記憶があり

ます。今回、戦後８０年という節目の年に、娘と広島を訪れ、幼い頃よりもより深い

感情にあふれました。特に平和記念資料館は、私にとても深い印象を与えた場所でし

 

全国こども平和サミットの様子 
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た。資料館に入ると、最初に目に入ったのは、原爆によって破壊された多くの物品や

写真でした。その展示は、戦争の恐ろしさとその影響を強烈
きょうれつ

に伝えてきました。特

に、原爆投下後の広島の街の様子を写した写真や、被爆した方の体験談を読み、聞く

ことで、当時の悲惨な状況を生々しく感じることができました。 

一番心に残ったのは、当時の人々がどれほど苦しみ、そして必死で生き延
の

びようと

した、その命の重さです。資料館内では、原爆の熱線や爆風により、命を落とした多

くの人々のことを知り、胸がとても強く痛みました。また、資料館は戦争を二度と繰

り返さないために何ができるかを考えさせられるものでもありました。広島の平和記

念資料館は、ただの展示場
てんじじょう

ではなく、私たち一人一人が平和について考えるきっかけ

を与
あた

えてくれる場所だと感じ、同時にこの場所を訪れたことで、戦争の悲惨さと平和、

命の大切さを深く理解することができました。 

最後に市民広島派遣に参加させて頂き、関係者の皆様にはとても感謝致します。娘

と共に、多くを感じ考えるとてもいい機会となり、夏休みの良い思い出にもなりまし

た。ありがとうございました。 

 

◎豊原 恵利 

戦後８０年の節目に、市民広島派遣として初めて広島を訪れることができました。 

８０年前の８月６日、広島に原爆が投下され一瞬で地獄
じ ご く

となった惨状や人々の苦し

みに触れ、平和の尊さを親子で感じました。その中でも私が特に印象的だったのは、

平和記念式典での「平和への誓い」です。過去を忘れず平和を守り続けることの大切

さを私たち１人ひとりに問いかけているように感じました。私自身、危機感
き き か ん

がなく日

々生きていた事に気づかされました。平和は決して当たり前のものではない事、多く

の犠牲と願いがあって成り立っていることを学びました。そして後の世代に戦争の恐

ろしさと悲惨さを伝え、平和をつなげていく責任を強く感じました。又、全国こども

平和サミットでは平和を守るためにこども達が主体的
しゅたいてき

に様々
さまざま

な活動を行っている事

を知りました。平和とは戦争が無いだけではなく誰もが生きる尊厳
そんげん

を持ち生きていく

事。そのためには対話
た い わ

と過去の出来事を記憶し続ける努力をし、積み重なっていく事

でできること。そして、「祈
いの

る平和から創
つく

る平和へ」じゃあ自分は何ができるのか？

他人事ではなく自分事として考える。平和への祈りが言葉だけで終わらぬよう、日々

の生活の中で行動していきたいと思います。 
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（３）事後まとめ会 
 

Ａ班、Ｂ班、Ｃ班、Ｄ班に分かれ、市民広島派遣に参加して「平和について感じ

たこと、考えたこと」をテーマに、新聞記事や写真等を用いて報告書（壁新聞）を

作成しました。 
 
～Ａ班 ～  
 
 

  

  
 

 

作成風景 発表風景 

報
告
書 
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～ Ｂ班 ～ 
 
 

 

  
 
   

作成風景 発表風景 

報
告
書 
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～ Ｃ班 ～ 
 
 

 

  
 

 

 
  

作成風景 発表風景 

報
告
書 
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～ Ｄ班 ～ 
 
 

 

  
 
 
 

 
 

作成風景 発表風景 

報
告
書 
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（４）その他 

 
８月１７日に平塚市総合公園で実施した市民平和の夕べにおいて、市民広島派遣の報告を

行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
市民平和の夕べの様子 
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２ 派 遣 者 

 

（１） 派遣者数 １０組２０人 

 

（２） 派 遣 者（順不同、敬称省略） 

 

班 氏名 学年  班 氏名（保護者） 

Ａ 井 上
いのうえ

 怜南
れいな

 浜岳中３年  Ｃ 井 上
いのうえ

 由
ゆ

貴子
き こ

 

Ａ 小山田
お や ま だ

 悠人
ゆうと

 浜岳中１年  Ｃ 小山田
お や ま だ

 梢
こづえ

 

Ａ 山 口
やまぐち

 心菜
ここな

 江陽中１年  Ｃ 山 口
やまぐち

 かずみ 

Ａ チブオンゴゼ 拓良
たくら

 富士見小５年  Ｃ チブオンゴゼ ハドウェル 

Ａ 佐久間
さ く ま

 いのり みずほ小５年  Ｃ 佐久間
さ く ま

 伸
しん

 

      

班 氏名 学年  班 氏名（保護者） 

Ｂ 阿閇
あとじ

 仁
に

心
こ

 神田中３年  Ｄ 阿閇
あとじ

 恭 子
きょうこ

 

Ｂ 深尾
ふかお

 歩
あゆむ

 浜岳中２年  Ｄ 深尾
ふかお

 千尋
ちひろ

 

Ｂ 佐野
さ の

 司真
かずま

 港小６年  Ｄ 伊東
いとう

 美子
よしこ

 

Ｂ 吉 岡
よしおか

 莉
り

望
の

 港小５年  Ｄ 吉 岡
よしおか

 恵美
え み

 

Ｂ 豊 原
とよはら

 紅梅
こ う

 勝原小４年  Ｄ 豊 原
とよはら

 恵
え

利
り

 

 

 ※事務局として、行政総務課職員２人が随行しました。 
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３ 行程の記録 

 

７月２２日（火） 事前打合せ会   市役所本館５階５１９会議室 

自己紹介、日程・注意事項等の説明 

８月 ５日（火） 午前 ６時００分 平塚駅北口集合 

    午前 ６時２０分 平塚駅発 

午前１０時４０分 広島駅着 

午前１１時３０分 宿舎着 

午後 １時１５分 平和記念公園内原爆の子の像に 

千羽鶴を献納 

午後 １時４０分 平和記念公園レストハウスを見学 

    午後 ２時３０分 袋町小学校平和資料館を見学 

午後 ３時３０分 被爆体験者の体験談・質疑応答 

増岡 清七 氏 

８月 ６日（水） 午前 ８時００分 広島市原爆死没者慰霊式並びに 

平和祈念式に参列 

    午前１０時００分 第１回全国こども平和サミットに参加 

    午後 ７時３０分 灯ろう流しに参加（元安川爆心地付近） 

８月 ７日（木） 午前 ９時３０分 平和記念資料館を見学 

    午後 ２時１０分 広島駅集合 

    午後 ２時４０分 広島駅発 

午後 ８時３０分 平塚駅着・解散 

８月１７日（日） 市民平和の夕べ  市民広島派遣の報告 

８月２２日（金） 事後まとめ会 市役所本館５階５１９会議室 

「広島派遣に参加して、平和について感じ 

たこと、考えたこと」をテーマに、壁新聞 

を作成・発表 
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核兵器
か く へ い き

廃絶
はいぜつ

平和
へ い わ

都市
と し

宣言
せんげん

 

 

 わたくしたちのまち平塚
ひらつか

は、過去
か こ

に戦災
せんさい

を被
こうむ

り市域
し い き

の多
おお

くを焼失
しょうしつ

した悲
かな

しい歴史
れ き し

をもっています。そして今
いま

のわたくしたちには、こうした惨禍
さ ん か

をくり返
かえ

すことのないよ

う、平和
へ い わ

を守
まも

り次代
じ だ い

へ引
ひ

き継
つ

いでいく責務
せ き む

があります。 

 しかし、現在
げんざい

地球上
ちきゅうじょう

には、数多
かずおお

くの核兵器
か く へ い き

が蓄
たくわ

えられ、人類
じんるい

に深刻
し んこ く

な脅威
きょうい

を与
あた

え

ています。 

 世界
せ か い

の平和
へ い わ

と安全
あんぜん

は、すべての人
ひと

の願
ねが

いです。平塚市
ひ ら つ か し

は、「国際
こくさい

平和
へ い わ

の年
とし

」を迎
むか

え

るにあたり、 美
うつく

しい地球
ちきゅう

と 輝
かがや

かしい未来
み ら い

を守
まも

るため、国是
こ く ぜ

である非核
ひ か く

三原則
さんげんそく

の

順守
じゅんしゅ

とあらゆる核兵器
か く へ い き

の廃絶
はいぜつ

を願
ねが

い、「核兵器
か く へ い き

廃絶
はいぜつ

平和
へ い わ

都市
と し

」を宣言
せんげん

します。 

 

 昭和６０年１２月２０日  

平塚市       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和モニュメント「マザーアース」 


